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通所サービスを中心とした利用例

これまで 新しい
制度では

「できないこと」を補うサービス 「できること」を引き出すサービス「できないこと」を補うサービス 「できること」を引き出すサービス「できないこと」を補うサービス 「できること」を引き出すサービス

☆介護予防通所介護の利用☆

運動器の機能向上 栄養改善 口腔機能の向上運動器の機能向上新たなプログラムが加わります

☆介護予防訪問介護の利用☆☆介護予防通所介護の利用☆ ☆介護予防訪問介護の利用☆

のサービスが始まりますのサービスが始まりますのサービスが始まります

○閉じこもりがち
　⇒外出ができるようになりたい！
○栄養のバランスが悪く、食事が偏
りがち

　⇒栄養状態の確認や相談したい！

訪問サービスを中心とした利用例

○体の状態等から筋力トレーニング
などはなじまない。

○でも、自宅で家事等が一人ででき
るようになりたい！

理学療法士等の指導に
より、ストレッチや有酸
素運動、筋力トレーニン
グ、バランストレーニン
グなどを行います。

栄養改善
管理栄養士等が、低栄
養を予防するための食
べ方や、食事作りや食材
購入方法の指導、情報
提供などを行います。

口腔機能の向上
歯科衛生士や言語聴
覚士等が、歯みがき
や義歯の手入れ法の
指導や、摂食・嚥下
機能を向上させる訓
練などを行います。

　介護予防通所介護などの中で、要支援1・2の人に
提供される選択的サービスとして、新たに右記のよう
なプログラムが加わります。利用者の目標に応じて単
独で、あるいは複数を組み合わせて利用します。

月曜日：
火曜日：介護予防訪問介護
水曜日：
木曜日：介護予防通所介護
金曜日：

何らかの支援や
介護が必要な人

家事代行的な訪問介護や、
安易な福祉用具の利用など

その人の意欲や能力を引き出す
目標指向型のサービス提供

何らかの支援や
介護が必要な人

心身機能を維持・
改善し、できる限り
自立した生活を目指す

介護予防サービス計画書
月曜日：介護予防訪問介護
火曜日：
水曜日：介護予防訪問介護
木曜日：
金曜日：

介護予防サービス計画書

「新」予防給付「新」予防給付「新」予防給付

心身機能が低下、
要介護度が
悪化する傾向も

新・予防給付

おむつにかかる費用

　介護保険で「要介護１」以上に認定された65歳
以上の高齢者のかたは、確定申告等の際に、障害
者控除を受けることのできる認定書（障害者控除
対象者認定書）を交付できる場合がありますの
で、ご相談ください。

　認知症や独居の高齢者の増加を踏まえ、高齢者が要介護状態となっても
できる限り住み慣れた地域で生活を継続できるよう、身近な生活圏域ごとに市がサービスの拠点を整備していきます。　

　原則として、事業所のある市の住民だけが利用することができます。

サービスの提供サービスの提供地域密着型地域密着型地域密着型

　小規模な施設で「通い」を中心として、利用者
の様態や希望に応じ、随時「訪問」や「泊まり」の
サービスを組み合わせ、多機能なサービスを受け
ます。

○おむつ代が医療費控除の対象として認められるためには、おむつ代の領収書に加え、寝たきり状態にあっ
て、治療上おむつの使用が必要であることを証明する「おむつ使用証明書」を医師に発行してもらい、その
書類を確定申告の際に提示または添付する必要があります。

要介護認定者のかたの
障害者控除の認定

小規模多機能型居宅介護
介護予防小規模多機能型居宅介護

要介護 1～5の人
要支援 1・2の人

介護サービスの対価に
○介護保険のサービスについては、医療系のサービスについて医療費控除の対象になるほか、福祉系サービ
スについても居宅サービス計画に医療系サービスが位置付けられている場合等に、医療費控除の対象とな
ります。

　小規模（入居定員が29人以下）の介護専用型
有料老人ホーム等に入居し、日常生活上の世話
や機能訓練、療養上の世話などを受けます。

要介護 1～5の人

地域密着型特定施設入居者生活介護

　認知症の高齢者が少人数で共同生活をしながら、日常生活上の
世話や機能訓練などを受けられます。
　芦屋市ではすでに４カ所の事業所があります。

認知症対応型共同生活介護
（認知症高齢者グループホーム）
介護予防認知症対応型共同生活介護

要介護 1～5の人

要支援 2の人

　認知症の高齢者がデイサービスセンターなどに通い、入浴サービ
スや食事の提供、機能訓練などを受けます。
　芦屋市ではすでに４カ所の事業所があります。

要介護 1～5の人
要支援 1・2の人

認知症対応型通所介護
介護予防認知症対応型通所介護

介護給付

住み慣れた地域での生活を継続するために住み慣れた地域での生活を継続するために住み慣れた地域での生活を継続するために

従来のサービス利用形態から、予防を目的とした「運動器の機能向上」「栄養改善」「口腔機能
の向上」の３種のサービスを、主にデイサービスやデイケアサービスで利用することができるようになったほか、ホームヘルプサー
ビスなどが、ご自身でできることと援助が必要なこととを区分して提供していく側面的な支援を行うシステムに変わりました。

介護予防サービスについて介護予防サービスについて介護予防サービスについて




